
令和８年度 第４回頸城区地域協議会次第 

 

日時：令和８年７月１６日（木） 

午後６時３０分～ 

場所：頸城コミュニティプラザ  

２階 ２０３会議室 

 
  

１ 開 会 

      

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 報告事項  

 （１）上越市公共施設等総合管理計画に基づく取組案について 

    

 

 ４ 自主的な審議 

（１）自主的な審議で取り組むテーマについて 

            

 

５ そ の 他 

    

 

６ 閉 会 



上越市公共施設等総合管理計画に基づく取組案について 
 

見直し内容については、関係者との協議や地域協議会への説明等を踏まえ、一部変更

となる場合があります。また、見直し内容は、12月市議会での議決をもって確定となり

ますので、改めて市議会の議決後に確定した見直し内容をお知らせします。 

 

Ⅰ 公の施設の適正管理の見直しの概要（案） 

１ 見直しの概要 

・ 利用実態や働き方改革に合わせ、開館時間や休館日、管理手法を見直す。 

・ 開館時間は、屋内施設は 9時～21時、屋外施設は日の出から日没までを基本 

・ 休館日は、最低でも週 1日を基本 

・ 夜間などの稼働率が低い時間帯や冬期間等の閑散期は、休館を検討 

・ 施設職員等の常駐の必要性を検証し、予約制や鍵管理の導入により非常駐化を検討 

２ 見直しの内容 

区分 全体施設数 頸城区 

開館時間の短縮、適正な開館時間の設定 172 10 

休館日の増加、適正な休館日の設定 186 6 

予約制の導入（利用予約のないときは閉館） 63 1 

適正な管理形態（職員常駐から鍵管理等） 90 5 

上記のいずれかの取組を実施 220/223 11/11 

○カテゴリー別の見直し例 

区分 現行 見直し案 

一般体育館 9時～21時 

月 1日及び年末年始休館 

10時～22時（猛暑対策） 

17時～22時予約制 

週 1日及び年末年始休館 

公民館 8時 30分～22時 

年末年始休館 

合併前上越市：平日 16時以降・土

日祝日鍵管理 

9時～21時 

週 1日又は月 2日、年末年始休館 

合併前上越市：平日 16時以降・土

日祝日鍵管理 

13区：16時以降鍵管理 

○施設見直し例①…上越文化会館（基幹的総合施設）※指定管理更新前までは従前の運用 

区分 現行 見直し案 

開館時間 9時～22時 9時～21時 

休館日 第 1・3月曜日、年末年始 月曜日、年末年始  

○施設見直し例②…直江津学びの交流館（学習施設） 

区分 現行 見直し案 

開館時間 8時 30分～22時 9時～21時 

休館日 年末年始 水曜日、第 3木曜日、年末年始 

○施設見直し例③…ゑしんの里記念館（観光施設） 

区分 現行 見直し案 

開館時間 9時～17時 10時～16時 

休館日 火曜日、年末年始 火曜日（12月～2月は週 2日）、 

年末年始 
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Ⅱ 公の施設の使用料等の見直しの概要（案） 

１ 見直しの概要 

・ 激変緩和措置として、原則現行使用料等の 1.5倍を上限。特に貸館施設やスポーツ施

設等の基礎的サービス施設は 1.1倍（1,000円以上）～1.2倍（1,000円未満） 

・ 市内の同種同様の機能を有する施設で、価格差が大きい場合は平準化する。 

・ 使用料等を原則 100 円単位で設定。200 円以下については、100 円及び 150 円単位で

設定。（使用料支払いや釣銭用意の負担軽減） 

２ 見直しの内容 

改定内容と主な施設 
全体 

施設数 
頸城区 

Ａ 基礎的サービス施設（現行使用料等の 1.1～1.2倍） 

48 1  市民プラザ、上越文化会館、雁木通りプラザ、福祉交流プラ

ザ、各地区公民館、高田図書館、直江津学びの交流館 等 

Ｂ 政策目的施設（現行使用料等の 1.5倍） 
4 2 

 正善寺工房、くびき食彩工房、坂口記念館、小川未明文学館 

Ｃ 理論値＜現行使用料であるが改定 

（100円単位に四捨五入、現行使用料等の 1.1～1.2倍） 
43 4 

 ゑしんの里記念館、高田城三重櫓、直江津屋台会館、 

各地区集会施設、各ゲートボールハウス 等 

Ｄ 政策目的施設（1.5倍）だが 1.1～1.2倍 

5 0 
 上越人材ハイスクール、五智歴史の里会館、埋蔵文化財セン

ター、上越清里星のふるさと館、高田城址公園オーレンプラ

ザ 

Ｅ 同種・類似施設の調整による改定（スポーツ施設） 

53 1 

 リージョンプラザ上越、ユートピアくびき、高田城址公園野

球場、総合体育館、上越総合運動公園、オールシーズンプー

ル 等 

【例】小体育館：一律 1,200円、大体育館：一律 1,600円 

Ｆ 理論値＞現行額だが 50円・100円単位調整のみ 
2 0 

 日本スキー発祥記念館、小林古径記念美術館 

Ｇ 見直しなし（施設の状況考慮等による） 
7 0 

 やぶの川辺公園、シェアハウス大町、各有料駐車場 

合計 162 8 

Ｈ 100円単位の設定（100円以上の使用料）：146区分→940区分 

  （100円単位でない 97区分のうち 150円のものが 90区分） 

３ 改定幅が大きい施設等の改定例 

「Ｂ 政策目的施設（1.5倍）」の改定例 

施設名 区分 改定前 改定後 増減額・率 

坂口記念館 入館料（個人） 310円 500円 
+190円 

（1.61倍） 

小川未明文学館 市民ギャラリー（1時間） 930円 1,400円 
+470円 

（1.51倍） 



正善寺工房 1室（1時間） 1,200円 1,800円 
+600円 

（1.5倍） 

「Ｅ 同種・類似施設の調整による改定（スポーツ施設）」の改定例 

施設名 区分 改定前 改定後 増減額・率 

リージョンプラザ

上越 

市民プール個人 

（小・中学生） 
180円 300円 

+120円

（1.67倍） 

教育プラザ (体育

館) 

大体育館（1時間） 720円 
1,200円 

（+照明 400円） 

+480円

（1.67倍） 

小体育館（1時間） 510円 
900円 

（+照明 300円） 

+390円

（1.76倍） 

上越勤労身体障害

者体育館 

体育館占用利用 

（1時間） 
510円 

900円 

（+照明 300円） 

+390円

（1.76倍） 

体育館共用利用 

（1人 2時間） 
210円 400円 

+190円 

（1.9倍） 

板倉北部スポーツ

センター 
アリーナ（1時間） 480円 

900円 

（+照明 300円） 

+420円

（1.88倍） 

吉川体育館 

アリーナ占用利用 

（1時間） 
620円 

900円 

（+照明 300円） 

+280円

（1.45倍） 

アリーナ共用利用 

（1人 2時間） 
210円 400円 

+190円 

（1.9倍） 

４ その他 

 ・附属設備・備品の使用料の見直し：208区分中 88区分を改定 

（備品及び物価高騰の影響が少ない附属設備は原則据え置き） 

 ・市外在住者利用による使用料：2倍設定は 143施設 

 ・営利営業利用による使用料：3倍設定は 147施設（2倍施設はなし） 

 ・30分単位の利用による使用料設定導入施設：48施設（4つの施設カテゴリーで導入 

（地区集会施設、貸館・交流施設、生涯学習センター、公民館）） 

 

Ⅲ 今後のスケジュール 

年月 適正配置 適正管理 使用料 

R8.7～8 関係者と協議（施設利用者、施設管理者など） 

R8.9～10 
地域協議会で後期計画

案を説明 

地域協議会で諮問・答

申 

必要に応じて地域協議

会で報告 

R8.12～ 
市議会で計画案を報告 

パブリックコメント 

市議会に条例改正議案を提案 

議決及び条例公布後、利用者へ周知 

R9.2 
市議会で後期計画を説

明 

  

R9.4 後期計画の取組実施 適正管理の取組実施 使用料等の見直し 

 



「上越市公共施設等総合管理計画に基づく取組案」一覧　【頸城区】

適正管理 使用料

1 学校開放体育施設 ○ 教育総務課、スポーツ推進課

2 頸城コミュニティプラザ ○ 地域政策課

3 坂口記念館 ○ ○ 文化振興課

4 くびき食彩工房 ○ ○ 農政課

5 頸城地区公民館 ○ 社会教育課

6 頸城地区公民館南川分館 ○ ○ 社会教育課

7 頸城地区公民館西部分館 ○ ○ 社会教育課

8 頸城地区公民館大坂井分館 ○ ○ 社会教育課

9 頸城地区公民館明治分館 ○ ○ 社会教育課

10 頸城地区公民館明治南分館 ○ ○ 社会教育課

11 ユートピアくびき ○ ○ 社会教育課、スポーツ推進課

12 高田図書館頸城分館 ○ 社会教育課　高田図書館

施
設
№

施設名
該当する取組

施設所管課
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施設№1 

 

 

 

「学校開放体育施設」使用料の見直しについて 
 

１ 見直しの趣旨 

  公の施設の受益者負担の定期的な見直しとして、使用料を改定するものです。 

 

２ 見直し内容 

使用料について、「公の施設使用料等の算定に係る基本方針」に基づき、現行の

1.1～1.2 倍とした金額に四捨五入して 100 円単位とした金額を改定後の使用料とし

ます。 

 

 ⑴ 施設の使用料を次のように改定します。 

 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

屋内運動場 1 時間 600 円 510 円 

プール 

（浦川原小学校、

大島小学校） 

一般 1 施設 200 円 160 円 

中学生以下 1 施設 100 円 110 円 

照明設備使用料 高田西小学校屋外運

動場 
1 時間 2,700 円 2,450 円 

直江津東中学校屋外

運動場 
1 時間 2,700 円 2,450 円 

春日中学校屋外運動場 1 時間 2,700 円 2,450 円 

  使用料の営利営業利用料金を定額使用料の 200 パーセントから 300 パーセントに改める。 



施設№2 

 

 

 

「頸城コミュニティプラザ」開館時間・休館日の見直しについて 
 

１ 見直しの趣旨 

  公の施設の利用実態に合わせて、開館時間や休館日の見直しを図るものです。 

 

２ 見直し内容 

 開館時間を「公共施設等総合管理計画」における適正管理の考え方に基づき、利

用実態を踏まえ、見直します。 

 また、合併前上越市の公民館や図書館にて、すでに定期的な休館日を設けている

現状及び利用実態を勘案し、利用の少ない曜日を休館日とします。 

 

 ⑴ 施設の利用時間を次のように改定します。 

 

区分 改定後 現行 

開館時間 午前 9 時から午後 9 時まで 
午前 8 時 30 分から午後 10 時ま

で 

 

 ⑵ 施設の休館日を次のように改定します。 

 

区分 改定後 現行 

休館日 日曜日、年末年始 年末年始 

 



施設№3 

 

 

 

「坂口記念館」休館日・使用料の見直しについて 
 

１ 見直しの趣旨 

  公の施設の利用実態に合わせて、休館日の見直しを図るとともに、受益者負担の定

期的な見直しとして、使用料を改定するものです。 

 

２ 見直し内容 

 休館日を現在の運用実態にあわせて条例を見直します。 

使用料は、「公の施設使用料等の算定に係る基本方針」に基づき、使用料の単位

を 100 円単位とするとともに、激変緩和措置として現行の使用料の 1.5 倍を目安に

見直します。 

 

 ⑴ 施設の休館日を次のように改定します。 

 

区分 改定後 現行 

休館日 

月曜日（休日の場合はその翌

日）、休日の翌日、12 月 1 日か

ら翌年 2 月第 2 木曜日まで 

【条例】 

月曜日（休日の場合はその翌

日）、休日の翌日、12月 28日か

ら翌年 1 月 4 日 

【実際の設定】 

月曜日（休日の場合はその翌

日）、休日の翌日、12 月 1 日か

ら翌年 2 月 12 日まで 

 

 ⑵ 施設の入館料・使用料を次のように改定します。 

 

区分 単位 
入館料・使用料 

改定後 現行 

入館料 
個人 

1 人につき 
500 円 310 円 

団体(15 人以上) 300 円 230 円 

楽縫庵の和室 

使用料 

中座敷 

1 時間につき 300 円 170 円 酒の間 

雪椿の間 

使用料の営利営業利用料金を定額使用料の 200 パーセントから 300 パーセントに改める。 

使用料に市外利用料金（定額の 200 パーセント）を設定する。 

飲食を伴う利用をする場合の使用料の加算額を利用者 1 人につき 170 円から 1 人につき

300 円に改める。 



施設№4 

 

 

「くびき食彩工房」休館日・使用料の見直しについて 
 

１ 見直しの趣旨 

  公の施設の利用実態に合わせて、休館日の見直しを図るとともに、受益者負担の定

期的な見直しとして、使用料を改定するものです。 

 

２ 見直し内容 

 休館日を利用実態や需要にあわせて見直します。 

使用料は、「公の施設使用料等の算定に係る基本方針」に基づき、使用料の単位

を 100 円単位とするとともに、激変緩和措置として現行の使用料の 1.5 倍を目安に

見直します。 

 

 （1）施設の休館日を次のように改定します。 

 

区分 改定後 現行 

休館日 

5月 1日から 10月 31日までの間

の日曜日から火曜日、12月 28日

から翌年 1 月 4 日、8 月 14 日、

8 月 15 日 

【条例】 

5 月 1 日から 10 月 31 日までの

間の月曜日及び火曜日、12 月 28

日から翌年 1 月 4 日 

【実際の設定】 

5 月 1 日から 10 月 31 日までの

間の日曜日から火曜日、12 月 28

日から翌年 1 月 4 日、8 月 14

日、8 月 15 日 

 

 

 （2）施設の使用料を次のように改定します。 

 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

農産物加

工体験室 

みそ加工 

大豆及び米の同

時加工 30㎏までごとに

1 工程につき 

2,500 円 1,650 円 

麹又は豆煮のい

ずれかの加工 
1,800 円 1,200 円 

その他加工 1 時間につき 500 円 300 円 

農産物加

工体験室 

真空パック 

1 時間につき 

500 円 360 円 

製粉 500 円 360 円 

交流室 400 円 290 円 

  使用料の営利営業利用料金を定額使用料の 200 パーセントから 300 パーセントに改

める。 



施設№5・11-1 

 

 

 

「頸城地区公民館（ユートピアくびき希望館）」 
開館時間・使用料の見直しについて 

 

１ 見直しの趣旨 

  公の施設の利用実態に合わせて、開館時間の見直しを図るとともに、受益者負担の

定期的な見直しとして、使用料を改定するものです。 

  

２ 見直し内容 

 開館時間は早朝、夜間の利用が少ないなど利用実態にあわせて見直します。 

使用料は、「公の施設使用料等の算定に係る基本方針」に基づき、使用料の単位

を 100 円単位とするとともに、激変緩和措置として現行の使用料の 1.1 倍を目安に

見直します。 

 

 ⑴ 施設の利用時間を次のように改定します。 

 

区分 改定後 現行 

開館時間 

【希望館、海洋公園、中央広

場、やすらぎの庭、さくら園】 

午前 9 時から午後 9 時まで 

【駐車場等屋外共有スペース】 

午前 9 時から午後 9 時まで 

【希望館、海洋公園、中央広

場、やすらぎの庭、さくら園】 

午前 9 時から午後 10 時まで 

【駐車場等屋外共有スペース】 

午前 5 時から午後 10 時まで 

 

 ⑵ 施設の使用料を次のように改定します。 

①希望館施設使用料 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

機能回復室 

1 時間につき 

300 円 300 円 

トレーニングルーム 900 円 890 円 

健康相談室 200 円 200 円 

趣味の創作室 500 円 460 円 

親子図書コーナー 400 円 350 円 

美術工芸室 400 円 350 円 

企画ルーム 400 円 350 円 

第 1 会議室 400 円 350 円 

第 2 会議室 900 円 890 円 

第 3 会議室 

全室利用 1,200 円 1,170 円 

部分利用 

区画 1 廃止 240 円 

区画 2 廃止 240 円 

区画 3 廃止 570 円 

第 1 研修室 400 円 350 円  

第 2 研修室 200 円 200 円  



生活工房 A 500 円 520 円  

生活工房 B 400 円 350 円 

多目的ホール（舞台を含む） 2,800 円 2,840 円 

多目的ホールの舞台 800 円 840 円 

控室 150 円 120 円 

音楽室 300 円 300 円 

無憂の間 1,000 円 950 円 

和室 150 円 120 円 

使用料の額が時間を単位として定められている場合は、使用の時間が 30 分を超え、1 時

間以内のときは 1 時間とし、30 分以下のときは 1 時間の半額として計算する。 

（例１）使用時間実績※が 45 分⇒使用料は 1 時間として計算 

（例２）使用時間が 2 時間 30 分⇒使用料は 2 時間 30 分として計算 

（例３）使用時間実績※が 2 時間 50 分⇒使用料は 3 時間として計算 

※使用時間の申請・承認は 30 分単位 

使用料の営利営業利用料金を定額使用料の 200 パーセントから 300 パーセントに改める。 

 

附属設備使用料 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

趣味の創作室 焼物用窯 1 回につき 150 円 110 円 

第 2 会議室 視聴覚設備 1 式につき 510 円 510 円 

多目的ホール 

 

ピ 

音響設備 1式 1時間につ

き 

770 円 770 円 

舞台照明設備 1,100 円 1,020 円 

移動アンプ 1 式につき 310 円 310 円 

フルコンサートピアノ 

1 台につき 

2,040 円 2,040 円 

映写機 510 円 510 円 

プロジェクター 310 円 310 円 

使用料の額が時間を単位として定められている場合は、使用の時間が 30 分を超え、1 時

間以内のときは 1 時間とし、30 分以下のときは 1 時間の半額として計算する。 

（例１）使用時間実績※が 45 分⇒使用料は 1 時間として計算 

（例２）使用時間が 2 時間 30 分⇒使用料は 2 時間 30 分として計算 

（例３）使用時間実績※が 2 時間 50 分⇒使用料は 3 時間として計算 

※使用時間の申請・承認は 30 分単位 
使用料の営利営業利用料金を定額使用料の 200 パーセントから 300 パーセントに改める。 
 

 ②中央広場 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

中央広場 1 時間につき 300 円 270 円 

使用料の営利営業利用料金を定額使用料の 200 パーセントから 300 パーセントに改める。 

 

 

 

 



③希望館ロビーその他共有スペース及び駐車場等屋外共有スペース 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

希望館ロビーその他共有スペース及

び駐車場等屋外共有スペース 

1日 1平方メー

トルにつき 
60 円 60 円 

使用料の額が時間を単位として定められている場合は、使用の時間が 30 分を超え、1 時

間以内のときは 1 時間とし、30 分以下のときは 1 時間の半額として計算する。 

（例１）使用時間実績※が 45 分⇒使用料は 1 時間として計算 

（例２）使用時間が 2 時間 30 分⇒使用料は 2 時間 30 分として計算 

（例３）使用時間実績※が 2 時間 50 分⇒使用料は 3 時間として計算 

※使用時間の申請・承認は 30 分単位 

使用料の営利営業利用料金を定額使用料の 200 パーセントから 300 パーセントに改める。 

 



施設№6 

 

 

「頸城地区公民館南川分館」開館時間・使用料の見直しについて 
 

１ 見直しの趣旨 

  公の施設の利用実態に合わせて、開館時間の見直しを図るとともに、受益者負担の

定期的な見直しとして、使用料を改定するものです。 

 

２ 見直し内容 

 開館時間を「公共施設等総合管理計画」の適正管理の考え方に基づき、利用実態

を踏まえ、夜間など利用の少ない時間帯にあわせて見直します。 

使用料は、「公の施設使用料等の算定に係る基本方針」に基づき、使用料の単位

を 100 円単位にするとともに、激変緩和措置として現行の使用料の 1.2 倍を目安に

見直します。（100 円台には 150 円の単位を設定） 

 

 ⑴ 施設の利用時間を次のように改定します。 

 

区分 改定後 現行 

開館時間 午前 9 時から午後 9 時まで 
午前 8 時 30 分から午後 10 時ま

で 

 

 ⑵ 施設の使用料を次のように改定します。 

 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

1F 会議室 1 

1 室 1 時間 

につき 

200 円 170 円 

1F 会議室 2 200 円 130 円 

1F 会議室 3 150 円 120 円 

2F 会議室 4 150 円 110 円 

2F 大会議室 900 円 770 円 

1F 調理実習室 300 円 230 円 

   

使用料の額が時間を単位として定められている場合は、使用の時間が 30 分を超え、1 時

間以内のときは 1 時間とし、30 分以下のときは 1 時間の半額として計算する。 

（例１）使用時間実績※が 45 分⇒使用料は 1 時間として計算 

（例２）使用時間が 2 時間 30 分⇒使用料は 2 時間 30 分として計算 

（例３）使用時間実績※が 2 時間 50 分⇒使用料は 3 時間として計算 

※使用時間の申請・承認は 30 分単位 

使用料の営利営業利用料金を定額使用料の 200 パーセントから 300 パーセントに改める。 



施設№7 

 

 

 

「頸城地区公民館西部分館」開館時間・使用料の見直しについて 
 

１ 見直しの趣旨 

  公の施設の利用実態に合わせて、開館時間の見直しを図るとともに、受益者負担の

定期的な見直しとして、使用料を改定するものです。 

 

２ 見直し内容 

 開館時間を「公共施設等総合管理計画」の適正管理の考え方に基づき、利用実態

を踏まえ、夜間など利用の少ない時間帯にあわせて見直します。 

使用料は、「公の施設使用料等の算定に係る基本方針」に基づき、使用料の単位

を 100 円単位にするとともに、激変緩和措置として現行の使用料の 1.2 倍を目安に

見直します。（100 円台には 150 円の単位を設定） 

 

 ⑴ 施設の利用時間を次のように改定します。 

 

区分 改定後 現行 

開館時間 午前 9 時から午後 9 時まで 
午前 8 時 30 分から午後 10 時ま

で 

 

 ⑵ 施設の使用料を次のように改定します。 

 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

1F 会議室 1 

1 室 1 時間 

につき 

150 円 110 円 

1F 会議室 2 150 円 110 円 

2F 大会議室 500 円 480 円 

1F 調理実習室 150 円 110 円 

   

使用料の額が時間を単位として定められている場合は、使用の時間が 30 分を超え、1 時

間以内のときは 1 時間とし、30 分以下のときは 1 時間の半額として計算する。 

（例１）使用時間実績※が 45 分⇒使用料は 1 時間として計算 

（例２）使用時間が 2 時間 30 分⇒使用料は 2 時間 30 分として計算 

（例３）使用時間実績※が 2 時間 50 分⇒使用料は 3 時間として計算 

※使用時間の申請・承認は 30 分単位 

使用料の営利営業利用料金を定額使用料の 200 パーセントから 300 パーセントに改める。 



施設№8 

 

 

 

「頸城地区公民館大坂井分館」開館時間・使用料の見直しについて 
 

１ 見直しの趣旨 

  公の施設の利用実態に合わせて、開館時間の見直しを図るとともに、受益者負担の

定期的な見直しとして、使用料を改定するものです。 

 

２ 見直し内容 

 開館時間を「公共施設等総合管理計画」の適正管理の考え方に基づき、利用実態

を踏まえ、夜間など利用の少ない時間帯にあわせて見直します。 

使用料は、「公の施設使用料等の算定に係る基本方針」に基づき、使用料の単位

を 100 円単位にするとともに、激変緩和措置として現行の使用料の 1.2 倍を目安に

見直します。（100 円台には 150 円の単位を設定） 

 

 ⑴ 施設の利用時間を次のように改定します。 

 

区分 改定後 現行 

開館時間 午前 9 時から午後 9 時まで 
午前 8 時 30 分から午後 10 時ま

で 

 

 ⑵ 施設の使用料を次のように改定します。 

 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

1F 会議室 1 

1 室 1 時間 

につき 

150 円 110 円 

1F 会議室 2 150 円 110 円 

2F 大会議室 500 円 480 円 

1F 調理実習室 150 円 120 円 

   

使用料の額が時間を単位として定められている場合は、使用の時間が 30 分を超え、1 時

間以内のときは 1 時間とし、30 分以下のときは 1 時間の半額として計算する。 

（例１）使用時間実績※が 45 分⇒使用料は 1 時間として計算 

（例２）使用時間が 2 時間 30 分⇒使用料は 2 時間 30 分として計算 

（例３）使用時間実績※が 2 時間 50 分⇒使用料は 3 時間として計算 

※使用時間の申請・承認は 30 分単位 

使用料の営利営業利用料金を定額使用料の 200 パーセントから 300 パーセントに改める。 



施設№9 

 

 

 

「頸城地区公民館明治分館」開館時間・使用料の見直しについて 
 

１ 見直しの趣旨 

  公の施設の利用実態に合わせて、開館時間の見直しを図るとともに、受益者負担の

定期的な見直しとして、使用料を改定するものです。 

 

２ 見直し内容 

 開館時間を「公共施設等総合管理計画」の適正管理の考え方に基づき、利用実態

を踏まえ、夜間など利用の少ない時間帯にあわせて見直します。 

使用料は、「公の施設使用料等の算定に係る基本方針」に基づき、使用料の単位

を 100 円単位にするとともに、激変緩和措置として現行の使用料の 1.2 倍を目安に

見直します。（100 円台には 150 円の単位を設定） 

 

 ⑴ 施設の利用時間を次のように改定します。 

 

区分 改定後 現行 

開館時間 午前 9 時から午後 9 時まで 
午前 8 時 30 分から午後 10 時ま

で 

 

 ⑵ 施設の使用料を次のように改定します。 

 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

1F 会議室 1 

1 室 1 時間 

につき 

150 円 110 円 

2F 会議室 2 150 円 110 円 

2F 大会議室 400 円 360 円 

1F 調理実習室 150 円 140 円 

   

使用料の額が時間を単位として定められている場合は、使用の時間が 30 分を超え、1 時

間以内のときは 1 時間とし、30 分以下のときは 1 時間の半額として計算する。 

（例１）使用時間実績※が 45 分⇒使用料は 1 時間として計算 

（例２）使用時間が 2 時間 30 分⇒使用料は 2 時間 30 分として計算 

（例３）使用時間実績※が 2 時間 50 分⇒使用料は 3 時間として計算 

※使用時間の申請・承認は 30 分単位 

使用料の営利営業利用料金を定額使用料の 200 パーセントから 300 パーセントに改める。 



施設№10 

 

 

 

「頸城地区公民館明治南分館」開館時間・使用料の見直しについて 
 

１ 見直しの趣旨 

  公の施設の利用実態に合わせて、開館時間の見直しを図るとともに、受益者負担の

定期的な見直しとして、使用料を改定するものです。 

 

２ 見直し内容 

開館時間を「公共施設等総合管理計画」の適正管理の考え方に基づき、利用実態を

踏まえ、夜間など利用の少ない時間帯にあわせて見直します。 

使用料は、「公の施設使用料等の算定に係る基本方針」に基づき、使用料の単位

を 100 円単位にするとともに、激変緩和措置として現行の使用料の 1.2 倍を目安に

見直します。（100 円台には 150 円の単位を設定） 

 

 ⑴ 施設の利用時間を次のように改定します。 

 

区分 改定後 現行 

開館時間 午前 9 時から午後 9 時まで 
午前 8 時 30 分から午後 10 時ま

で 

 

 ⑵ 施設の使用料を次のように改定します。 

 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

1F 会議室 1 

1 室 1 時間 

につき 

150 円 110 円 

1F 会議室 2 150 円 110 円 

2F 大会議室 500 円 480 円 

1F 調理実習室 150 円 120 円 

   

使用料の額が時間を単位として定められている場合は、使用の時間が 30 分を超え、1 時

間以内のときは 1 時間とし、30 分以下のときは 1 時間の半額として計算する。 

（例１）使用時間実績※が 45 分⇒使用料は 1 時間として計算 

（例２）使用時間が 2 時間 30 分⇒使用料は 2 時間 30 分として計算 

（例３）使用時間実績※が 2 時間 50 分⇒使用料は 3 時間として計算 

※使用時間の申請・承認は 30 分単位 

使用料の営利営業利用料金を定額使用料の 200 パーセントから 300 パーセントに改める。 



施設№11-2 

 

「ユートピアくびき（頸城 B&G 海洋センター等）」 
開館時間・使用料の見直しについて 

 

１ 見直しの趣旨 

  公の施設の利用実態に合わせて、開館時間や休館日の見直しを図るとともに、受益

者負担の定期的な見直しとして、使用料を改定するものです。 

 

２ 見直し内容 

利用時間は、屋内体育施設は午前 10 時から午後 10 時まで、屋外体育施設は午前

6 時から午後 6 時まで（ナイター設備のある施設は午後 10 時まで）を基本に統一し

ます。 

 休館日は、全施設週休 1 日を基本とします。また、屋外体育施設における冬季

の閉館期間を 12 月 1 日から翌年 3 月 31 日までとします。 

使用料は、「公の施設使用料等の算定に係る基本方針」に基づき算定（使用料は

100 円単位）するとともに、激変緩和措置として現行の使用料の 1.1 倍から 1.2 倍

（最大で 1.5 倍）を目安に見直します。 

なお、同程度の機能を有する施設において、価格差が生じないよう平準化を図る

ため、上記倍率を超過する場合があります。 

 

 ⑴ 施設の利用時間を次のように改定します。 

→ 屋内体育施設は、一体管理をしているユートピアくびき希望館の見直し内容

に合わせて、利用時間を設定 

   → 屋外体育施設は、市内共通の見直しに合わせて利用時間を設定 

  ① 頸城 B&G 海洋センター 

区分 改定後 現行 

開館時間 午前 9 時から午後 9 時まで 午前 9 時から午後 10 時まで 

 

② いきいきコート 

区分 改定後 現行 

開館時間 午前 9 時から午後 9 時まで 午前 9 時から午後 10 時まで 

 

③ くびき球場 

区分 改定後 現行 

開館時間 午前 6 時から午後 9 時まで 午前 5 時から午後 10 時まで 

 

④ テニスコート 

区分 改定後 現行 

開館時間 午前 6 時から午後 9 時まで 午前 5 時から午後 10 時まで 

 

⑤ ふれあいグラウンド 

区分 改定後 現行 

開館時間 午前 6 時から午後 9 時まで 午前 5 時から午後 10 時まで 



⑥ ゲートボールコート 

区分 改定後 現行 

開館時間 午前 6 時から午後 6 時まで 午前 5 時から午後 7 時まで 

 

 ⑵ 施設の使用料を次のように改定します。 

  ① 頸城 B&G 海洋センター 

 → アリーナの占用利用は、照明料金を含めた額。市内の体育館同規模（バレ

ーボールコート 2 面程度）の平均使用料を 1.1 倍にした額（10 円単位を四捨

五入）に改定 

→ アリーナの共用利用、トレーニングルーム、ミーティングルームは、同種

の機能を有する施設で平準化した使用料に改定 

→ プールは、市内のプール同規模（温水機能のある 25ｍプール）の平均使用

料を 1.2 倍にした額（10 円単位を四捨五入）に改定 

なお、他施設に合わせて、新たに回数券や 20 人以上の団体共用利用を設定 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

アリーナ 

占用利用 
1 時間につき 

1,200 円 1,200 円 

照明設備 （廃止） 210 円 

共用 

利用 

一般 
1 人 1 回につき 400 円 340 円 

回数券（11 回分） 4,000 円 なし 

中学生以下 
1 人 1 回につき 200 円 170 円 

回数券（11 回分） 2,000 円 なし 

トレーニン

グルーム 

占用利用 1 時間につき 700 円 830 円 

共用 

利用 

一般 
1 人 1 回につき 300 円 330 円 

回数券（11 回分） 3,000 円 なし 

中学生以下 
1 人 1 回につき 200 円 170 円 

回数券（11 回分） 2,000 円 なし 

ミーティン

グルーム 
占用利用 1 時間につき 400 円 360 円 

プール 

占用利用 1 時間につき 11,200 円 なし 

コース占用加算額 1 コース 1 時間につき 400 円 480 円 

共用 

利用 

一般 

個人 
1 回につき 500 円 540 円 

回数券（11 回分） 5,000 円 なし 

団体 

（30 人以上） 
1 人 1 回につき （廃止） 270 円 

団体 

（20 人以上） 
1 人 1 回につき 400 円 なし 

中学生 

以下 

個人 
1 回につき 300 円 270 円 

回数券（11 回分） 3,000 円 なし 

団体 

（30 人以上） 
1 人 1 回につき （廃止） 140 円 

団体 

（20 人以上） 
1 人 1 回につき 200 円 なし 

  

 



② いきいきコート 

→ 占用利用は、現行使用料を 1.1 倍にした額（10 円単位を四捨五入）に改定 

→ 暖房設備は、1 時間あたりの運用コストが現行料金に比べて過大であるため、

激変緩和措置の上限である現行使用料を 1.5 倍にした額（10 円単位を四捨五入）

に改定 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

占用利用 
1 時間につき 

1,300 円 1,210 円 

暖房設備 300 円 210 円 

 

③ くびき球場 

→ 占用利用は、市内の野球場同規模（面積が 10,000 ㎡以上）の平均使用料を

1.2 倍にした額（10 円単位を四捨五入）に改定 

→ 照明設備は、市内の野球場照明設備の平均使用料を 1.1 倍にした額（10 円単

位を四捨五入）に改定 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

占用利用 
1 時間につき 

700 円 900 円 

照明設備 3,400 円 3,060 円 

 

④ テニスコート 

→ 占用利用は、市内の庭球場同種類（グリーンサンド）の平均使用料（10 円単

位を四捨五入）に改定 

→ 照明設備は、市内の庭球場照明設備の平均使用料を 1.2 倍にした額（10 円単

位を四捨五入）に改定 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

占用利用 
1 面 1 時間につき 

300 円 260 円 

照明設備 600 円 510 円 

 

⑤ ふれあいグラウンド 

→ 占用利用は、現行使用料を 1.1 倍にした額（10 円単位を四捨五入）に改定 

→ 照明設備は、市内の人工芝グラウンド照明設備の平均使用料を 1.1 倍にした額

（10 円単位を四捨五入）に改定 

また、照明の一部利用は、利用実態に合わせて廃止 

区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

占用利用 

1 時間につき 

1,500 円 1,320 円 

照明設備 
全部を利用する場合 2,400 円 1,840 円 

一部を利用する場合 （廃止） 1,230 円 

 

⑥ ゲートボールコート 

→ 占用利用は、市内のゲートボール場同規模（屋外コート）の平均使用料を 1.2

倍にした額（10 円単位を四捨五入）に改定 



区分 単位 
使用料 

改定後 現行 

占用利用 1 面 1 時間につき 200 円 160 円 

 

⑶ その他 

営利又は営業上の目的で利用する場合は、使用料の 200 パーセントの額を 300 パ

ーセントの額に改定 



施設№12 

 

 

「高田図書館頸城分館」開館時間・休館日の見直しについて 
 

１ 見直しの趣旨 

  公の施設の利用実態に合わせて、開館時間や休館日の見直しを図るものです。 

 

２ 見直し内容 

 開館時間・休館日を、土日、休日の利用実態や現在の運用実態を踏まえ見直しま

す。 

 

 ⑴ 施設の利用時間を次のように改定します。 

 

区分 改定後 現行 

開館時間 

午前 10 時から午後 7 時まで 

（土日、休日は午前 10 時から午

後 5 時まで） 

【条例】 

教育委員会が別に定める 

【実際の設定】 

午前 10 時から午後 7 時まで 

（土日、休日は午前 10 時から午

後 6 時まで） 

 

 ⑵ 施設の休館日を次のように改定します。 

 

区分 改定後 現行 

休館日 月曜日、休日の翌日、年末年始 

【条例】 

教育委員会が別に定める 

【実際の設定】 

月曜日、休日の翌日、年末年始 

 



新潟県上越市

（財務部資産活用課）

公の施設白書
（令和6年度実績・頸城区抜粋版※）

※全体版は市ホームページでご確認ください



１ はじめに（公の施設白書の公表の目的）

当市では、人口減少や経済の停滞など社会情勢が大きく変化し、公の施設に求
められる市民のニーズも多様化していることから、公の施設の利用者は直近10年
で29％減少し、使用料収入は13％減少しています。一方では、施設の老朽化によ
る修繕の多発や物価高騰等により、維持管理経費は直近10年で18％増加していま
す。
また、全国的な社会問題として、昭和50年代以降に開設された施設の老朽化が

進み、今後、一斉に大規模な修繕や更新を迎える中、多くの施設を維持していく
ことは極めて困難な状況であり、当市も例外ではありません。

このため、将来的にも市民の皆さんが真に必要とする施設や機能を安定的・継
続的に提供するためには、施設の機能集約や休廃止は避けられない状況であり、
次世代の負担の軽減を考慮すると、一刻も早く検討を進める必要があります。

本施設白書は、当市の公の施設に関する理解を深め、建設的な議論を進めてい
くために、その基礎資料となる施設の現状を取りまとめ、公表するものです。
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２ 公の施設の現状（全体）

【公共施設等を取り巻く現状と課題 … 利用実態】

※R6年度時点で存在する公の施設のうち、H27年度以降に新設した施設等を除く588施設を基に比較 2

➢ 人口減少等に伴い、施設の利用者数は約28.7％減少している（この間の当市の人口は、H27年1月末
200,032人⇒R7年1月末180,207人と約10％減少）。

➢ 利用者数の減少等に伴い、使用料収入も約5.0億円減と大幅に減少している。
【参考①】R6年度の使用料＋利用料金…4,367,208千円（H26年度比▲830,942千円（▲16.0％））
【参考②】R6年度の受益者負担割合（近似値）…34.4％（H26年度比▲14.4ポイント）

➢ 物価高騰や労務費の上昇等により、修繕料及び工事請負費を除く維持管理経費は約19億円増と約
18.0％増額している。

➢ 公費投入額が約4.7億円減と大幅に減少しているが、これは、大規模改修等に係る有利な起債等（公共
施設等適正管理推進事業債）の創設等が要因と考えられる。

H26年度 R6年度 増減

①利用者数（人） 6,238,217 4,445,144 ▲1,793,073
（▲28.7％）

②収入（千円） 4,935,791 6,350,865 1,415,074 

③②のうち使用料（千円） 3,775,084 3,271,368 ▲503,716 
（▲13.3％）

④支出（千円） 13,913,383 14,861,395 948,012 

⑤④のうち修繕料・工事請負費
を除く維持管理経費

10,650,474 12,565,569 1,915,095 
（18.0％増）

⑥公費投入額（千円）【④－②】 8,977,592 8,510,530 ▲469,769 
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１ 施設毎の状況（令和7年4月1日現在）

№ 施設名 施設カテ
ゴリー 構造 経過年数

/耐用年数
延床面積
(㎡)

利用者数
（人）

公費負担額
（千円）

利用者1人
当たり経費
（円）

管理
形態

取組
方向

1  上越市立明治小学校 小学校 コンクリ 51/47 3,540.00 43 24,954 580,326 直営 別の計画等

2 上越市立南川小学校 小学校 コンクリ 41/47 5,518.00 179 30,009 167,648 直営 別の計画等

3 上越市立大瀁小学校 小学校 コンクリ 38/47 5,484.00 180 35,324 196,244 直営 別の計画等

4 上越市立頸城中学校 中学校 コンクリ 45/47 7,121.00 206 28,240 137,087 直営 別の計画等

5 南川保育園 保育園 コンクリ 44/47 1,844.69 114 78,081 684,921 直営 別の計画等

6 大瀁保育園 保育園 コンクリ 31/47 1,411.47 92 69,312 753,391 直営 別の計画等

7 明治保育園 保育園 コンクリ 29/47 837.50 35 36,177 1,033,629 直営 別の計画等

8 頸城生活支援ハウス
高齢者共同
住宅・生活支援
ハウス

鉄骨 21/50 510.99 8 13,123 1,640,375 
指定管
理

現状維持

9 くびき食彩工房
農林水産業
振興施設

木造 21/22 168.93 1,378 4,104 2,978 
指定管
理

現状維持

10 ユートピアくびき
基幹的総合
施設

コンクリ 34/50 10,156.18 115,236 82,762 718 直営 現状維持

11 頸城地区公民館 公民館 コンクリ 34/50 5,386.07 0 0 - 直営 現状維持

12 頸城地区公民館南川分館 公民館 コンクリ 26/38 728.96 4,388 16,392 3,736 直営 現状維持

３ 公の施設の現状
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№ 施設名 施設カテ
ゴリー 構造 経過年数

/耐用年数
延床面積
(㎡)

利用者数
（人）

公費負担額
（千円）

利用者1人
当たり経費
（円）

管理
形態

取組
方向

13  頸城地区公民館西部分館 公民館 木造 31/38 337.86 1,626 1,395 858 直営 現状維持

14 頸城地区公民館大坂井分館 公民館 木造 40/38 326.94 929 1,690 1,819 直営 現状維持

15 頸城地区公民館明治分館 公民館 木造 47/24 370.98 720 736 1,022 直営 現状維持

16 頸城地区公民館明治南分館 公民館 木造 27/38 337.86 788 1,795 2,278 直営 現状維持

17 頸城コミュニティプラザ
コミュニテイプ
ラザ

コンクリ 49/50 3,190.09 3,551 13,096 3,688 
直営（業
務委託）

現状維持

18 高田図書館頸城分館 図書館 コンクリ 34/50 477.00 7,361 7,947 1,080 直営 現状維持

19 坂口記念館
博物館・文化
歴史関係施設

木造 26/24 763.40 3,887 9,686 2,492 
直営（業
務委託）

現状維持

20
特定公共賃貸住宅 南川特定公
共賃貸住宅

特定公共賃
貸住宅

コンクリ 22/47 31,158.00 97 -13,688 -141,113 直営 別の計画等

21 茶臼山城跡公園 農村公園 木造 23/15 65.12 - 109 - 直営 別の計画等

22 鵜ノ木水辺の郷 農村公園 - 18/30 0.00 - 253 - 直営 別の計画等

23 浄念寺児童遊園 児童遊園 - 48/- 0.00 - 36 - 直営 別の計画等

24 下吉児童遊園 児童遊園 - 48/- 0.00 - 35 - 直営 別の計画等
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№ 施設名 施設カテ
ゴリー 構造 経過年数

/耐用年数
延床面積
(㎡)

利用者数
（人）

公費負担額
（千円）

利用者1人
当たり経費
（円）

管理
形態

取組
方向

25  市村児童遊園 児童遊園 - 48/- 0.00 - 72 - 直営 別の計画等

26 島田児童遊園 児童遊園 - 48/- 0.00 - 15 - 直営 別の計画等

27 下三分一児童遊園 児童遊園 - 48/- 0.00 - 77 - 直営 別の計画等

28 上柳町児童遊園 児童遊園 - 48/- 0.00 - 31 - 直営 別の計画等

29 つつじヶ丘児童遊園 児童遊園 - 47/- 0.00 - 18 - 直営 別の計画等

30 手島児童遊園 児童遊園 - 46/- 0.00 - 15 - 直営 別の計画等

31 上三分一児童遊園 児童遊園 - 45/- 0.00 - 10 - 直営 別の計画等

32 望ヶ丘児童遊園 児童遊園 - 45/- 0.00 - 10 - 直営 別の計画等

33 仁野分児童遊園 児童遊園 - 44/- 0.00 - 79 - 直営 別の計画等

34 四ツ浮児童遊園 児童遊園 - 42/- 0.00 - 7 - 直営 別の計画等

35 大谷内児童遊園 児童遊園 - 40/- 0.00 - 21 - 直営 別の計画等

36 明治南最寄児童遊園 児童遊園 - 37/- 0.00 - 30 - 直営 別の計画等
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№ 施設名 施設カテ
ゴリー 構造 経過年数

/耐用年数
延床面積
(㎡)

利用者数
（人）

公費負担額
（千円）

利用者1人
当たり経費
（円）

管理
形態

取組
方向

37  榎井児童遊園 児童遊園 - 35/- 0.00 - 9 - 直営 別の計画等

38 下吉北児童遊園 児童遊園 - 34/- 0.00 - 58 - 直営 別の計画等

39 美しが丘児童遊園 児童遊園 - 33/- 0.00 - 9 - 直営 別の計画等

40 下米岡児童遊園 児童遊園 - 32/- 0.00 - 9 - 直営 別の計画等

41 下吉南児童遊園 児童遊園 - 31/- 0.00 - 19 - 直営 別の計画等

42 畑ヶ崎児童遊園 児童遊園 - 31/- 0.00 - 5 - 直営 別の計画等

43 天池児童遊園 児童遊園 - 29/- 0.00 - 8 - 直営 別の計画等

44 上吉南児童遊園 児童遊園 - 29/- 0.00 - 20 - 直営 別の計画等

45 森本児童遊園 児童遊園 木造 28/- 3.24 - 72 - 直営 別の計画等

46 両増田児童遊園 児童遊園 木造 28/- 4.60 - 25 - 直営 別の計画等

47 下吉横江児童遊園 児童遊園 - 27/- 0.00 - 28 - 直営 別の計画等

48 天ヶ崎児童遊園 児童遊園 - 26/- 0.00 - 19 - 直営 別の計画等
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№ 施設名 施設カテ
ゴリー 構造 経過年数

/耐用年数
延床面積
(㎡)

利用者数
（人）

公費負担額
（千円）

利用者1人
当たり経費
（円）

管理
形態

取組
方向

49  舟津児童遊園 児童遊園 - 25/- 0.00 - 16 - 直営 別の計画等

50 西部児童遊園 児童遊園 木造 25/- 1.95 - 50 - 直営 別の計画等

51 西福島二区北児童遊園 児童遊園 - 24/- 0.00 - 42 - 直営 別の計画等

52 西福島二区南児童遊園 児童遊園 - 24/- 0.00 - 14 - 直営 別の計画等

53 下吉公民館児童遊園 児童遊園 - 21/- 0.00 - 23 - 直営 別の計画等

54 高速道頸城バス停駐車場 無料駐車場 - 32/- 0.00 - 55 - 直営 別の計画等

小計 140,818 442,434 3,142 
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２ 位置図



１ 施設毎の状況

➢ 「施設カテゴリー」は、主に第4次上越市公の施設の適正配置計画に掲げる施設カテゴリーを使用
➢ 「構造」は、コンクリ・鉄骨・木造・－を表記
• コンクリ：鉄筋コンクリート造（RC造）、鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC造）、補強コンクリートブロック造（CB

造）。一部鉄骨造りを含む。
• 鉄骨：鉄骨造（S造）
• 「－」：屋外ゲートボール場や野球場・ソフトボール場等、主な用途を備える建物がない施設
➢ 「経過年数」は、令和7年4月1日現在の施設の経過年数
➢ 「耐用年数」は、主な建物（構造物）の「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」による耐用年数。屋外ゲー

トボール場や多目的広場・グラウンド等、主な用途を備える建物がない施設は「－」と表記。
➢ 「利用者数」は、令和6年度の利用者数
• 農村公園や休止施設等、施設の性質上、利用者数を把握できない施設は「－」
• 特定の人が通園、通学する施設は、令和7年5月1日現在の園児、児童、生徒数
• 公営住宅や生活支援ハウス等、特定の人が居住する施設は、令和7年5月1日現在の居住者数
• 霊園は、利用区画数
• 斎場は、利用件数（火葬炉利用件数、動物含む）

9

基本情報に関する凡例①

№ 施設名 施設カテ
ゴリー 構造 経過年数

/耐用年数
延床面積
(㎡)

利用者数
（人）

公費負担額
（千円）

利用者1人
当たり経費
（円）

管理
形態

取組
方向

1  ●●●● ●● ●● ●/● 123,456.78 123,456 123,456 123,456 ●● ●●
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基本情報に関する凡例②

➢ 「公費負担額」は、令和6年度の支出額（投資修繕等に係る経費を除いた維持管理経費）から収入額（投資修繕等
に係る国庫補助金等を除いた額）を差し引いた額

➢ 「利用者1人当たり経費」は、令和6年度の公費負担額を利用者数で除した額
➢ 「管理形態」は、直営・直営（業務委託）・指定管理の別を表記
➢ 「取組方向」は、第4次上越市公の施設の適正配置計画（計画期間はR3年度～R12年度）で位置付ける施設の取組

方向を次のとおり表記。また、「取組方向」において、適正配置計画の対象ではない小中学校や保育園等の施設
は「別の計画等」と表記。

• 現状維持：適正な維持管理を行い、活用すること
• 廃止：施設の設置条例を廃止すること（公の施設ではなくなること）
• 休止：施設（機能）の使用を一定の期間止めること
• 貸付又は譲渡：施設を特定の利用者に貸し付けるか、所有権を民間又は地域等へ有償又は無償により譲り渡すこ

と
• 用途変更：施設の設置目的を他の目的に変更すること
• 後期に適正配置：計画後期（当初はR8年度～R12年度でしたが、R9年度～R12年度に変更しました）に適正配置を

実施すること
• 引き続き協議：取組の方向性を地域住民等と引き続き協議し方向性を決定すること

２ 位置図
➢ 位置図上の番号は、「１ 施設毎の状況」の表中の№の施設を表記している。
➢ 建物がない公園施設は、位置図を省略している。

№ 施設名 施設カテ
ゴリー 構造 経過年数

/耐用年数
延床面積
(㎡)

利用者数
（人）

公費負担額
（千円）

利用者1人
当たり経費
（円）

管理
形態

取組
方向

1  ●●●● ●● ●● ●/● 123,456.78 123,456 123,456 123,456 ●● ●●


